
○や やさしく 助け合う子 (心)
○よ よく学び よく考える子 (頭)
○い いきいき元気に活動する子(体)
～｢凡事徹底｣で気持ちのよい学校にしよう～
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校長先生は、去年に比べて「弥生が丘小がよくなった
なあ」と感じていることがあります。何でしょう？
それは、言葉遣いです。「きもい」とか「うざい」など

のチクチク言葉が減って、「ありがとう」や「だいじょう
ぶ」といった言葉が増えてきているように感じています。
１番よくなってきているのは６年生だと思います。その
６年生が見本を見せてくれているので、学校全体も自然
によくなっているのでしょう。
去年も紹介したエレベーターの前に貼ってある、この

詩を読んでみましょう。
「きもい」とか

「うざい」などの
チクチク言葉は、
そのたった一言で、
みんなをすごく嫌
な気持ちにしてし
まいます。だから
そんな言葉は絶対
使ってほしくあり
ません。誰も聞き
たくない言葉です。
使ってほしいのは、「ありがとう」「いいね」「よかっ

たね」「だいじょうぶ」「ごめんね」「がんばろう」など、
みんなを嬉しい気持ちにしてくれるぽかぽか言葉です。
他にも、礼儀正しい丁寧な言葉づかいは、まわりの人を
みんな気持ちよくしてくれるので、とてもいい言葉です
ね。こんなぽかぽか言葉や礼儀正しい丁寧な言葉づかい
をたくさん使ってほしいのです。
言葉には、その一言で勇気づけることも傷つけること

もできる大きな力があります。一人一人が、どんな言葉
を使うか、しっかり考えることで、弥生が丘小は今より
もっと気持ちのよい学校になっていくでしょう。６年生
を先頭にみんなでがんばりましょう。

今年度は、コロナによる休校のため
１学期を8月7日まで延長し、例年の
学期末特別校時も、すべて通常校時に
切り替えて、みんな一生懸命に取り組
んでいます。終業式の日にもテスト等
に取り組んでいるような状況です。そ
のため、通知表の作成は、8月7日ま

での学習の終了後、夏季休業中に行わざるを得ません。
つきましては、最後まで頑張った姿を丁寧に評価して、

きちんとした通知表でお知らせするため、１学期の通知
表は、夏季休業中に作成して９月１日にお渡しすること
といたします。ご理解の程よろしくお願いいたします。

この時期、用水路等に入ってカエルや
ザリガニをつかまえようとする子どもた
ちが毎年のようにいるようです。水には、
「近づかない、絶対に入らない」を学校
でも注意をしています。梅雨末期は大雨
になりやすく、増水した川や用水路等に
近づくと、命に関わる重大な事故に繋がりかねません。
ご家庭でもご指導よろしくお願いします。

7/3(金)に鳥栖
警察署の方からの
ご指導で不審者対
応の避難訓練を行
いました。左のよ
うな合言葉で指導
をしていただきま
した。

訓練は教えてくれる人がいますが、現実では自分で判
断することが必要です。「自分の身は、自分で守る」意識
が不可欠です。ご家庭でも防犯や安全について日頃から
話し合っていただくようお願いします

国から１枚ずつ追加で布マスクが届きました。マスク
不足も解消されてきましたので、今回のマスクは、予備
として各自学校に置いておくようにしたいと思います。

現在、熱中症とコロナ対策として、
各教室では廊下側の窓を開けて、換気
をしながらエアコンを稼働させている
状況です。換気を助け、少しでも暑さ
対策になるように、特別教室も含めて
各教室に扇風機を置くことにしました。
エアコンが設置される前に使っていた
扇風機が活用できましたが、それでも15台ほど不足して
おりました。急を要するためご相談をしてPTA会計から
購入していただきました。ありがとうございました。

弥生が丘小では、ペットボトルキ
ャップの回収をしていて、ボランテ
ィア委員会がお世話をしてくれてい
ます。上の写真のようなキャップが
回収の対象ですが、中には下の写真
のような金属キャップや規格外の小
さなキャップが混ざっていることが
あります。毎回手作業で仕分けする
のが大変で困っています。ご協力の
際には、ペットボトルキャップのみ
を出されるようお願いいたします。

◆新体操佐賀県小学生大会
【第１位】
6年 武藤 璃花、大橋 文華、野本 佳歩、平川 千愛
4年 大橋 咲希、宮内 凛（団体名：CielA）

★ （防犯の合言葉） ☆

イカ ない （一緒についていかない）

の らない （車に乗らない）

お お声でさけぶ （助けてと叫ぶ）

す ぐにげる （まず逃げる）

し らせる （すぐに知らせる）


